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本日のプログラム

◼講演1「排出削減の難しい部門」から「削減しやすい部門」へ：世界の鉄鋼業の
脱炭素化の加速化とグリーン鉄貿易
◼ ウィド・ウィチカ アゴラ・インダストリー プロジェクトマネージャー

◼講演2 日本の鉄鋼業の脱炭素化の現状と課題
◼ 西田 裕子 自然エネルギー財団 シニアマネージャー（気候変動）

◼問題提起
［投資家の視点から］竹内 靖典 コーポレート・アクション・ジャパン 代表理事
［企業の視点から］加藤 茂夫 気候変動イニシアティブ 共同代表

◼討論「問われる日本の鉄鋼業の選択」
◼ ウィド・ウィチカ アゴラ・インダストリー プロジェクトマネージャー
◼ 西田 裕子 自然エネルギー財団 シニアマネージャー（気候変動）
◼ ［モデレーター］相川 高信 自然エネルギー財団 上級研究員
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自然エネルギー財団の鉄鋼分野での活動

和訳協力
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世界の鉄鋼業の中での日本

◼世界第3位の生産国
⚫年産9,000万トン前後を維持（世界シェア5%弱）

⚫有数の鉄鋼メーカー（日本製鐵、JFE、神戸製鋼）

Source) World Steel Association, World Steel in Figures

<鉄鋼メーカーTOP25社>

<世界の主要粗鋼生産国>

Source) World Steel Association

注）グラフ中の数字は、2022年の生産量。国の並び順（順位）も2022年ベース
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製 法
粗鋼生産量
（製法別シェ

ア）

消費鉄源

スクラップ鉄
消費量

銑鉄
消費量

高炉-転炉法 74,900（76％） 8,891 71,006

電炉法 23,526（24％） 23,674 95

(出典) Bureau of International Recycling Ferrous Division (2023) 
World Steel Recycling in Figures 2018-2022 (2017 年以前は過去の
レポートに遡って作成)

（出典）鉄鋼新聞社「鉄鋼年鑑令和 3 年度版」（2021 年）

◼高炉・転炉法がメイン
⚫スクラップ鉄を利用した電炉による生産は25%程度にとどまる

⚫日本国内発生のスクラップ鉄発生量（4,000万トン弱）のうち、8-900万トンが輸出

日本の鉄鋼産業：生産方法

<普通鋼および特殊鋼の用途別受注（2019年度）> <主要国の電炉割合の推移>
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（出典）各種資料より自然エネルギー財団作成。高炉一貫製鉄における CO2排出量は Carbon Trust (2011)より

生産方法の違い：CO2排出に着目して

高炉法の場合、1ｔの粗鋼を生産するために、2t以上のCO2が排出される！
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（出典）総合エネルギー統計（出典）国立環境研究所、部門別排出量（電気・熱配分前）

◼単独業種で日本全体の排出量の13%を占める
⚫産業部門の中でも46％

⚫高炉一貫製鉄による石炭の使用量が多いことが大きな排出の最大の要因

鉄鋼部門のGHG排出の大きさ

<鉄鋼業のGHG排出（2021年度）> <鉄鋼業のエネルギー消費内訳（2021年度）>
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（出典）各種資料より自然エネルギー財団作成

脱炭素製鉄の主要な技術オプション
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注）普通鋼は2021年、特殊鋼は2020年
（出典）日本鉄鋼連盟「鉄鋼統計要覧 2022」

（出典）経済産業省製造産業局金属課「金属産業の現状と課題」（2021年12月21 日）

鉄鋼の需要構造を理解する

◼粗鋼の輸出割合が増えている
⚫自動車など製品としての輸出も多い

◼内需では自動車と建設が多い
⚫建設では電炉鋼がよく使われている

⚫高品質の薄板を電炉で生産することは
新たなチャレンジ

< 普通鋼および特殊鋼の用途別受注>

< 日本の粗鋼生産量と消費量の内訳(内外需別）>


	スライド 0: Setting the scene: 日本の鉄鋼業の特徴と脱炭素化の必要性
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

